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一般財団法人ふくしま百年基金 事業報告 

 

第 3 期 2019 年 7 月 1 日～2020 年 6 月 30 日 

 

Ⅰ．事業報告の概要 

 今期は、福島県「ふるさと・きずな維持・再生支援事業」の採択によって実現した SDGs 関連施策に関す

る NPO・企業意識調査、及び「スモールスタート支援プラットフォーム構築事業」を中心に事業を展開し

た。また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に鑑み、休眠預金制度を活用して地域の活動団体を支援す

る取組みを進めるため、事前準備（調査・ヒアリング等）を実施した。 

 来期中に東日本大震災・福島第一原子力発電所事故から 10 年の節目を迎える。福島県のコミュニティ財

団としてこの節目をどのように迎えるのか、検討が急がれるところである。 

 

Ⅱ．詳細報告 

(1) SDGs 関連施策に関する NPO・企業意識調査 

 地域において「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ（SDGs）」を実装し、NPO と企業との協働や社

会的資金循環の取組みを創出していくことを目的に、SDGs 関連施策に関して NPO と企業両者の視点から

アンケート調査を実施した。県内の特定非営利活動法人 876 法人、企業 3,124 法人を対象に調査票を配布し、

それぞれ 145 法人（回収率 16.6%）、278 法人（同 8.9%）より回答を得た。 

 調査の結果、SDGs への認知は NPO・企業ともいまだ十分とはいえないが、それぞれ半数近くが SDGs に

関心をもっており、現在も SDGs に関わる多くの活動に携わるとともに、今後、すべての目標について一定

の取組み意欲をみせていることが分かった。社会目標としての SDGs と NPO のミッションは、その包括性

と多様性において、もともと重なり合う部分が大きく、企業もまたその過半数が社会貢献活動に携わり、取

組みを拡大する意欲をみせていることから、今後の周知次第では、多くの NPO と企業に SDGs の理念が浸

透し、その活動の担い手となることが期待できるという考察を得た。 

 本調査の実施にあたっては、福島大学人間発達文化学類の牧田実教授に監修を依頼した。また、本調査は

福島県「令和元年度ふるさと・きずな維持・再生支援事業」の補助を受けて実施した。 

 

(2) SDGs 調査結果の公表及び財団活動報告や新しい資金循環等に関するシンポジウム事業 

 (1)で実施した SDGs 調査の結果を広く公表すると共に、当財団の活動状況の報告や新しい資金循環等に

関して啓蒙することを目的としたシンポジウムを開催した。シンポジウムは「SDGs×ふくしま 持続可能

な経済、環境、社会づくり」というタイトルで企画し、SDGs に取組む中学生や行政の実践事例発表のほか、

SDGs カードゲーム「2030SDGs」体験会を実施した。NPO 関係者、企業関係者、学生など 46 名の参加を

得た。 

 本シンポジウムは、福島県「令和元年度ふるさと・きずな維持・再生支援事業」補助事業により実施した。 
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(3) スモールスタート支援プラットフォーム構築事業 

 郡山市が実施する「令和元年度スモールスタート支援プラットフォーム構築事業」について、受託先であ

る一般社団法人オープンデータラボとの協働により実施した。当初、本事業採択プロジェクトへの支援に活

用する基金の醸成にあたる計画であったが、年度終盤に新型コロナウイルス感染症の拡大に見舞われた事情

等から新たな基金醸成は次年度以降の課題とし、今年度は資金管理・助成事務を担当した。採択 17 団体に対

して 1,285,000 円の資金支援を実施した。 

また、平成 30 年度事業の中で実施した寄付キャンペーン（クラウドファンディング）に関連し、寄付者へ

の活動報告メールマガジンを適宜発行した。メールマガジンの発行にあたっては、各採択プロジェクトのそ

の後の様子を取材・インタビューし、記事の執筆を実施した。 

 

(4) ふくしま台風 19 号災害支援基金事業 

 2019 年 10 月に福島県を襲った台風 19 号（令和元年東日本台風）災害からの復旧・復興にあたる地域活

動団体を支援する目的で、「ふくしま台風 19 号災害支援基金」を醸成した。本基金は基金の趣旨に賛同・共

感する全国の方々や企業・団体からの寄付によって醸成され、寄付金の総額は 8,674,657 円となった。寄付

金の募集にあたっては、他地域で活動するコミュニティ財団の支援により特設ウェブサイトを構築したほか、

寄付ポータルサイト「Yahoo!ネット募金」を活用し、主に SNS 等を使って寄付を呼びかけた。 

 2020 年 1 月 28 日現在、3,022,100 円の助成金をのべ 14 団体に支援している。新型コロナウイルス感染症

拡大の影響から災害復興活動を自粛する地域活動団体が多く、2 月以降の資金助成は休止しているが、当該

台風災害から間もなく 1 年となることに鑑み、新たな資金ニーズを調査し、次の助成活動につなげていきた

いと考えている。 

 

(5) 休眠預金活用事業 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で様々な課題・困難が発生していることから、休眠預金指定活用団

体である JANPIA において「新型コロナウイルス対応緊急支援助成」事業が開始された。当財団は当該事業

の資金分配団体への申請を検討していることから、事業構築のためのニーズ調査・ヒアリングを実施した。 

※なお本事業は採択が決定し、第 4 期において事業を展開中である 

 

(6) オリジナル基金創設事業 

 当財団オリジナル基金を創設し、当該基金への寄付キャンペーンを実施する計画であったが、本事業は計

画から遅延しており寄付キャンペーンの実施には至っていない。今期においては 2019 年 7 月に一泊二日の

役職員合同合宿を実施し、今後の福島において解決が必要な課題の抽出や、解決策の提案などを実施したと

ころである。 

 

(7) 各種プログラムの推進 

 寄付ポータルサイトである Syncable、Yahoo!ネット募金を活用し、当財団の運営資金を確保するための寄
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付募集を実施した。 

 

(8) 組織基盤整備 

a) 団体ロゴ制作、ウェブサイト制作 

 前期の検討をベースに、当財団の団体ロゴ、ウェブサイトを制作した。制作にあたっては、立正佼成会「一

食平和基金」の助成を受けた。 

b) 各種規程整備 

 経理、人事・給与等の各種規程や手続きの整備を進めている。全国コミュニティ財団協会が策定した規程

セットを活用して整備を進めているところである。 

※2020 年 8 月の理事会において、これら規程類が承認された 

c) 事務局能力強化 

 事務局のプログラムオフィサーとしての能力強化を目指し、各種研修受講等を随時進めてきた。また全国

組織である全国コミュニティ財団協会が主催する各種セミナー等にも積極的に出席し、全国の先進事例や具

体的事例を学んだ。 

 

Ⅲ．会議開催の状況 

(1) 評議員会 

・2019 年 9 月 25 日 

第 1 号議案 第 2 期事業報告の承認 

第 2 号議案 第 2 期計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び財産目録の承認 

第 3 号議案 理事選任の件 

第 4 号議案 第 3 期事業計画 

第 5 号議案 第 3 期予算計画 

 

(2) 理事会 

・2019 年 10 月 8 日（メール開催） 

 第 1 号議案 理事会体制について 

第 2 号議案 賞与の支給について 

・2020 年 6 月 5 日 

第 1 号議案 第 4 期（2020 年 7 月～2021 年 6 月）事業計画の審議 

 

(3) 執行役員会 

・2019 年 8 月 28 日 

・2019 年 10 月 4 日 

・2019 年 10 月 17 日 
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・2019 年 11 月 6 日 

・2019 年 11 月 28 日 

・2019 年 12 月 10 日 

・2020 年 1 月 30 日 

・2020 年 4 月 20 日 

・2020 年 5 月 12 日 

・2020 年 5 月 28 日 

・2020 年 6 月 16 日 

 

 

以上 

 



一般財団法人ふくしま百年基金 事業報告 

 

第 4 期 2020 年 7 月 1 日～2021 年 6 月 30 日 

 

Ⅰ．事業報告の概要 

 今期は一般財団法人 日本民間公益活動連携機構が実施する休眠預金の活用事業に応募し、

緊急コロナ枠（1 か年）、並びに通常枠（3 か年）に採択され、公募・助成を実施した。また、「市民が

つくるふくしま復興・SDGs 推進基金」を設立し、2 件のファンドの創設する準備を進めている。 

 

Ⅱ．詳細報告 

(1) 休眠預金・活用事業：新型コロナウイルス対応緊急支援助成 

 前期にあたる 2020 年初頭からの新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、休眠預金制度を利用し

た助成事業を実施した。概略は以下の通り。 

 

公募期間：2020 年 8 月 17 日（月）～同 8 月 31 日（月）  

助成先・事業期間：2020 年 10 月 1 日～2021 年 9 月 30 日 

助成額：1 団体あたり最大で 500 万円（助成総額 2,500 万円） 

申請受領件数：19 件 

助成決定件数：7 件 

 

団体名 事業地域 助成決定額 

Life for Mothers 福島県伊達市 3,334,325 円 

特定非営利活動法人 

がんばろう福島、農業者等の会 

福島県内 4,500,000 円 

特定非営利活動法人 Lotus 会津地域を中心にした福

島県内 

4,299,932 円 

特定非営利活動法人 

キャリア・デザイナーズ 

福島県県中地域 4,018,375 円 

こおりやま子ども若者ネット 福島県県中地域 4,622,300 円 

非営利任意団体 KAKECOMI 福島県白河市・県南地域 750,000 円 

特定非営利活動法人 

ウィメンズスペースふくしま 

福島県 

 

3,415,000 円 

  24,939,932 円 

 

 

 



 

(2) 休眠預金・活用事業：「福島県における被災者の心の健康とコミュニティを守る」 

休眠預金制度を活用して、3 か年にわたる助成事業として、福島県の東日本大震災にかかる復興

過程である点を考慮し、掲題のテーマを設定した助成事業を実施した。概略は以下の通り。 

 

第 1 次公募期間：2021 年 2 月 9 日（火）～同 3 月 1 日（月） 

第 2 次公募期間：2021 年 4 月 28 日（水）～同 6 月 7 日（月） 

助成先・事業期間：2021 年 10 月～2024 年 2 月 

助成額：1 団体あたり上限 2,000 万円（3 年間の総額／評価関連経費を除く） 

 ※助成総額 8,000 万円 

申請受領件数：12 件（1 次 8 件、2 次 4 件） 

助成決定件数：4 件 

 

団体名 事業地域 助成決定額 

認定特定非営利活動法人 

いわき放射能市民測定室 
いわき市 

18,488,000 円 

特定非営利活動法人コースター 
郡山市 

（こおりやま広域圏） 

20,000,000 円 

一般社団法人 Teco 福島県いわき市 20,938,050 円 

ふくしまこども食堂ネットワーク 
福島県 町村部・浜通り地

域 

20,765,000 円 

助成決定額 80,191,050 円 

 

 

(3) 各種寄附プログラムの推進 

a）スモールスタート支援基金 

 上述(1)の通り、クラウドファンディング等を通じた寄付キャンペーンを行ない、基金を醸成して資

金支援を実施した。 

b）寄付ポータルサイトへの登録 

 Syncable、Yahoo!ネット募金への登録を完了した。Syncable を通じたマンスリー寄付者の獲得、

Yahoo!ネット募金、Yahoo!JAPAN 社・3.11 検索連動型寄付キャンペーンの寄付先に選定され、約

700 万円の寄付を受領している。 

c）市民がつくるふくしま復興・SDGs 推進基金の事業実施準備 

 福島県内ﾉ SDGs の推進を目指し、前期に実施した調査をもとに、県内の企業や非営利組織の

SDGsに関わる活動を普及・促進することを目的に基金を創設し、初期の事業実施にむけて準備を

行った。 



 

(4) 組織基盤整備 

a）ビジョン・ミッション等の策定、財団ロゴ制作、パンフレット制作等 

 パンフレットを制作し、関係者へ配布した。 

b）公益法人申請 

 福島県内において公益事業を実施できるように定款変更を行い、引き続き公益申請にむけた準

備を行う。 

c）事務局能力強化 

 事務局職員 3 名体制とし、事業系 2 人、事務系 1 人の配置を行った。 

 

(5) 会議開催の状況 

a）評議員会 

・ 2020 年 9 月 25 日 CFF_評議員会 

・ 2021 年 6 月 1 日 CFF_評議員会 

・ 2021 年 6 月 8 日 CFF_評議員会（理事会との合同役員会） 

 

b）理事会 

・ 2020 年 8 月 28 日 CFF_理事会 

・ 2020 年 9 月 18 日 CFF_理事会 

・ 2021 年 3 月 8 日 CFF_理事会 

・ 2021 年 6 月 8 日 CFF_理事会 

・ 2021 年 6 月 28 日 CFF_理事会 

 

c）執行役員会 

・ 2020 年 7 月 6 日 CFF_執行役員会（山崎、斎藤美佐、鈴木祐司） 

・ 2020 年 7 月 31 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2020 年 8 月 5 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2020 年 8 月 11 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2020 年 10 月 7 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2020 年 10 月 23 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2020 年 12 月 8 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2020 年 12 月 15 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2021 年 1 月 26 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2021 年 3 月 12 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2021 年 4 月 9 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2021 年 4 月 21 日 CFF_執行役員会  〃 



・ 2021 年 4 月 27 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2021 年 5 月 11 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2021 年 5 月 24 日 CFF_執行役員会  〃 

・ 2021 年 6 月 4 日 CFF_執行役員会（鈴木正美、斎藤美佐、鈴木祐司） 

・ 2021 年 6 月 14 日 CFF_執行役員会  〃 

 

以上 

 



一般財団法人ふくしま百年基金 事業報告  

 

第５期 202１年 7 月 1 日～2022 年 6 月 30 日 

 

Ⅰ．事業報告の概要 

 今期は一般財団法人 日本民間公益活動連携機構が実施する休眠預金の活用事業である緊急

コロナ枠（1 か年）、並びに通常枠（3 か年）を前期より継続し実施するとともに、第４期に設立した

「市民がつくるふくしま復興・SDGs 推進基金」の公募及び助成を行った。 

 

Ⅱ．詳細報告 

(1) 休眠預金・活用事業：新型コロナウイルス対応緊急支援助成 

 前期にあたる 2020 年初頭からの新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、休眠預金制度を利用し

た助成事業を継続して実施した。概略は以下の通り。 

 

公募期間：2020 年 8 月 17 日（月）～同 8 月 31 日（月）  

全体の事業期間：2020 年 10 月 1 日(木)～2021 年 10 月 25 日（月） 

助成額：1 団体あたり最大で 500 万円（助成総額 2,500 万円） 

申請受領件数：19 件 

助成決定件数：7 件 

 

団体名 事業地域 助成決定額 

Life for Mothers 福島県伊達市 3,334,325 円 

特定非営利活動法人 

がんばろう福島、農業者等の会 

福島県内 4,500,000 円 

特定非営利活動法人 Lotus 会津地域を中心にした福

島県内 

4,299,932 円 

特定非営利活動法人 

キャリア・デザイナーズ 

福島県県中地域 4,018,375 円 

こおりやま子ども若者ネット 福島県県中地域 4,622,300 円 

非営利任意団体 KAKECOMI 福島県白河市・県南地域 750,000 円 

特定非営利活動法人 

ウィメンズスペースふくしま 

福島県 

 

3,415,000 円 

助成決定額  24,939,932 円 

 

 

 



(2) 休眠預金・活用事業：「福島県における被災者の心の健康とコミュニティを守る」 

前期に引き続き休眠預金制度を活用して、3 か年にわたる助成事業として、福島県の東日本大

震災にかかる復興過程である点を考慮し、掲題のテーマを設定した助成事業を継続し実施した。

概略は以下の通り。 

 

第 1 次公募期間：2021 年 2 月 9 日（火）～同 3 月 1 日（月） 

第 2 次公募期間：2021 年 4 月 28 日（水）～同 6 月 7 日（月） 

助成先・事業期間：2021 年 10 月～2024 年 3 月 

助成額：1 団体あたり上限 2,000 万円（3 年間の総額／評価関連経費を除く） 

 ※助成総額 8,000 万円 

申請受領件数：12 件（1 次 8 件、2 次 4 件） 

助成決定件数：4 件 

 

団体名 事業地域 助成決定額 

認定特定非営利活動法人 

いわき放射能市民測定室 
いわき市 

20,000,000 円 

特定非営利活動法人コースター 
郡山市 

（こおりやま広域圏） 

18,488,000 円 

一般社団法人 Teco 福島県いわき市 20,938,050 円 

ふくしまこども食堂ネットワーク 
福島県 町村部・浜通り地

域 

20,765,000 円 

助成決定額 80,191,050 円 

 

(3) 「市民がつくるふくしま復興・SDGs 推進基金」の事業実施 

 「生活協同組合コープみらい」による寄附を原資として、福島の復興及びコロナ禍でいっそう困難

に直面している女性への支援活動を目的とした助成事業を実施した。 

 

公募期間：2022 年 1 月中旬から 2 月 14 日（月） 

助成先・事業期間：2022 年 4 月～2023 年 3 月 31 日（金） 

助成額：1 団体あたり上限 100 万円もしくは 50 万円 

申請受領件数：13 件 

助成決定件数：7 件 

 

 

 

 



団体名 事業地域 助成決定額 

ＮＰＯ法人ｳｨﾒﾝｽﾞｽﾍﾟｰｽふくしま 福島県郡山市 580,000 円 

ＮＰＯ法人ビーンズふくしま 福島県福島市 1,000,000 円 

ＮＰＯ法人 Commune with 助産師 福島県いわき市 1,000,000 円 

一般社団法人 tenten 福島県福島市 770,000 円 

ＮＰＯ法人福島就労支援センター 福島県福島市 850,000 円 

子育てサロンこはるびより 福島県相馬市 530,000 円 

ＮＰＯ法人コーヒータイム 福島県双葉郡浪江町 430,000 円 

助成決定額 5,160,000 円 

 

 

(4) 福島県域災害ネット事業構築への協力参加 

 ふくしま連携復興センターより、今後の災害対応について平時より県内の中間支援団体を中心と

するネットワークを構築しておくことが重要であるという連携打診があった。当財団としてその趣旨を

理解し、関係者会議へ参加している。 

 

(5) 各種寄附プログラムの推進 

寄付ポータルサイトへの登録の継続 

 Syncable、Yahoo!ネット募金への登録を継続し、マンスリー寄付者の獲得を維持した。 

  

(6) 組織基盤整備 

a）公益法人申請 

 福島県内において公益事業を実施できるよう、引き続き公益申請にむけた準備を行う。 

 

b）事務局の基盤強化 

 2021 年 9 月に職員２名を採用し事務局職員を 3 名体制（事業系 2 人、事務系 1 人）とし、同年

12 月「福島市太田町 12-30 マルベリービル３F」へ事務所を移転し、法人の基盤強化を図った。 

 

 

 

(7) 会議開催の状況 



a）評議員会 

・ 2021 年 8 月 2 日 CFF_評議員会 

・ 2022 年 2 月 25 日 CFF_評議員会 

b）理事会 

・ 2021 年 7 月 14 日 CFF_理事会 

・ 2021 年 9 月 14 日 CFF_理事会 

・ 2022 年 4 月 1 日 CFF_理事会 

c）執行役員会 

・ 2021 年 7 月 7 日 CFF_執行役員会 

・ 2021 年 7 月 17 日 CFF_執行役員会 

・ 2021 年 8 月 4 日 CFF_執行役員会 

・ 2021 年 9 月 27 日 CFF_執行役員会  

・ 2021 年 10 月 12 日 CFF_執行役員会   

・ 2021 年 10 月 26 日 CFF_執行役員会   

・ 2021 年 11 月 2 日 CFF_執行役員会   

・ 2021 年 11 月 16 日 CFF_執行役員会   

・ 2021 年 11 月 29 日 CFF_執行役員会   

・ 2021 年 12 月 14 日 CFF_執行役員会   

・ 2022 年 1 月 11 日 CFF_執行役員会   

・ 2022 年 1 月 25 日 CFF_執行役員会   

・ 2022 年 2 月 7 日 CFF_執行役員会   

・ 2022 年 2 月 16 日 CFF_執行役員会   

・ 2022 年 2 月 22 日 CFF_執行役員会   

・ 2022 年 3 月 15 日 CFF_執行役員会 

・ 2022 年 3 月 29 日 CFF_執行役員会   

・ 2022 年 4 月 12 日 CFF_執行役員会 

・ 2022 年 4 月 26 日 CFF_執行役員会 

・ 2022 年 5 月 10 日 CFF_執行役員会 

・ 2022 年 6 月 7 日  CFF_執行役員会 

・ 2022 年 6 月 21 日 CFF_執行役員会 

ｄ）監査 

・ 2022 年 2 月 16 日 CFF_監査 

e）コンプライアンス委員会 

・ 2021 年 9 月 28 日 CFF_コンプライアンス委員会 

・ 2022 年 3 月 29 日 CFF_コンプライアンス委員会 










































